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主 題 聖 句

ルカによる福音書１１章１節

予 定

7 月 日 曜 備 考

5 木

6 金 休 園

9 月 全園児12時45分降園

11 水

13 金 全園児12時45分降園

16 月 海の日 休 園

18 水

20 金 　9時30分～

ラ ン チ

歯みがき指導

3 火

自分でできることは自分でやろうとする。

新しい歌をうたったり、手あそびをしたりして
楽しむ。

23日、24日、25日サマースクール(１１時３０分降園)

7月誕生会

年　少（たんぽぽ組）年　中（さくら組）年　長（あやめ組）

個人懇談　　(年中・年長組)

８月誕生会

13日（金）まで

一学期に遊んだおもちゃやロッカーをきれいに
する。

　

年中さくら組・年長あやめ組

お祈りは神さまとのお話(会話)です。優しいお父さんに話か
けるように何でも話していいのです。
イエスさまがわたしたちのお祈りを神さまに取り次いでくだ
さいます。いつも神さまに守られているという安心感を持っ
て、過ごした時間…一日について感謝し、そして、自分のこ
とばかりでなく、他のことに目を向けて執り成しの祈りがで
きる者となりたいと思います。私たちは自分の願いや希望を
祈り、それがかなわないと不平不満を言ったりしますが、そ
こに神さまの御心を感じとりたいと思います。
どう祈ったらいいかわからない弟子たちは「主よ、私たちに
も祈りを教えてください」とお願いしました。その弟子たち
にイエスさまは「主の祈り」を教えてくださったのです。
 
天にまします我らの父よ、
ねがわくはみ名をあがめさたまえ。
み国を来たらせたまえ。
みこころの天になるごとく
地にもなさせたまえ。
われらの日用の糧を、今日も与えたまえ。
我らに罪をおかす者を　我らがゆるすごとく、
我らの罪をもゆるしたまえ。
我らをこころみにあわせず、悪より救い出したまえ。
国とちからと栄えとは
限りなくなんじのものなればなり。                　アーメン

　神さま、わたしにあなたの愛を感じさせてください。
　世界をおつくりになった神さまはだれよりも大きい方です。
　神さま、あなたの愛の国にわたしたちを招いてください。
　わたしたちは神さまの子どもらしいことができますように。
　神さま、他の人をゆるせるように、私を助けてください。
　神さまの喜ばれる道はどの道でしょう。
　どの道を行ったらいいかおしえてください。
　まわりの悪い力から、守ってください。
　神さま、あなたの素晴らしさを、わたしにわからせてください。
　あなたの愛は変わることがありません。
　あなたの大きな愛のうちに、いつもわたしをおいてください。

絵本や紙芝居に親しむ。

保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で安心感をも
つ。

水に親しんで遊ぶ。

夏の生活の仕方を知る。

たくさん遊んだら、静かに休む。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

平和について身近なことから考える。

夏休みの来ることを楽しみにし、どうやって過
ごしたらよいか話し合う。

平和について身近なことから考える。

動植物の世話をする。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

一学期に遊んだおもちゃや、ロッカーの整理を
する。

平和について身近なことから考える。絵本や紙芝居に親しむ。

簡単なルールのある遊びに参加し、先生や友だ
ちと一緒に楽しむ。

たくさん遊んだら、静かに休む。

水に親しんで遊ぶ。

自分で脱いだものの始末をする。

絵本や紙芝居に親しむ。
自分のことは、自分でし、脱いだものはきちん
と始末する。

楽しく踊ったり、合奏したりしながら、自分た
ちの思ったように表現する。

わからないことや、不思議に思ったことを調べ
る。

楽しく水あそびする。

外で遊び、心地よさを感じる。

これまでのあそびに変化をつけたり、工夫して
友だちとのあそびを楽しむ。

たなばたを通して、天体や宇宙に興味・関心を
持つ。

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの楽
しさを知る。

発見したことや思ったことを先生や友だちに伝
える。

予 定

創立記念感謝礼拝

創立記念日

個人懇談　　(年中・年長組)

第一学期終業式

7　月　の　予　定

交わる

生活の中で賛美したり、祈ったりする気持ちが生まれ、その
気持ちを表す。

ね が い

主よ、わたしたちにも祈りを教えてください。

自分の思いや意見を伝えようとする。

好きな遊びを深めながら、生き物や、友だちとの交わりが楽
しくなる。


